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Abstract   A single yellowtail specimen (514.0 mm standard length), collected in the open 
ocean of the central North Pacific (31˚38.3'N, 163˚24.5'W), was identified as Seriola 
aureovittata Temminck and Schlegel, 1845, following morphological observations and 
genetic analysis. Commonly believed to be distributed in coastal areas off East Asia, the 
species may occupy a wide range of habitat in the western and central North Pacific 
(supported also by previous fisheries records). Seriola dorsalis (Gill, 1863), a very similar 
congener, is distributed in the eastern North Pacific, the two species being considered 
separated by the East Pacific Barrier.
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ヒラマサ Seriola aureovittata Temminck and Schlegel, 
1845は日本列島沿岸（北海道全沿岸から九

州南岸までの日本海・東シナ海・太平洋沿岸，伊
豆諸島，小笠原諸島，瀬戸内海，大隅諸島，奄美
大島および沖縄県）と朝鮮半島南岸に分布するア
ジ科ブリ属の 1種である（瀬能，2013；木村ほか，
2017；中坊，2018）．本種やその近縁種は世界各
地で記載命名されたが，Smith-Vaniz（1981）はこ
れらを世界中の温帯や亜熱帯に局所的に分布する
単一種として S. lalandi Valenciennes, 1833に統一し，
以来，長くこの見解が踏襲されてきた（Smith-Vaniz, 
1984, 1986, 1999；Allen and Robertson, 1994；Mundy, 
2005）．しかしその後，Martinez-Takeshita et al.（2015）
はミトコンドリア（mt）DNAと核 DNAの塩基配
列および外部形態の比較に基づき，それまで “S. 

lalandi” とされてきた種は，西部北太平洋，東部北
太平洋および南半球の 3集団に分けられるとし，
それぞれ S. aureovittata（本種），S. dorsalis (Gill, 
1863)，および S. lalandiとした．また Purcell et al.
（2015）によるマイクロサテライト DNAおよび

mtDNA塩基配列分析の結果も，Martinez-Takeshita 
et al.（2015）の見解を支持するものであった．
ヒラマサは西部北太平洋でも主に沿岸域に分布

するとされていたが（中坊，2018），近年，木村
ほか（2019）によって mtDNAの塩基配列分析の
結果から天皇海山海域を含む西部北太平洋外洋域
にも分布していることが明らかとなり，本種の分
布東限は天皇海山域の 40˚09'N, 172˚42'Eとなった．
第 1著者は 2018年 5月 5日，31˚38.3'N, 163˚24.5'W

の北太平洋西経域（ハワイ諸島カウアイ島北西約

北太平洋西経域から得られたヒラマサ
Seriola aureovittata Temminck and Schlegel, 1845
の記録とその分布に関する考察
下光利明 1・柳本　卓 2・岡本　誠 1
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1100 km沖）において，ブリ属魚類の 1標本を得た．
本標本の形態的特徴および遺伝的特徴を精査した
結果，Martinez-Takeshita et al.（2015）が示したヒ
ラマサ S. aureovittataの特徴と一致し，本種に同
定された．これは標本記録としてその分布域の東
限を大幅に更新し，北太平洋西経域における初記
録となる．本研究ではその分布記録と形態を記載
するとともに，その他の近似種の過去の知見と新
たに計測した形態データとの比較，およびその分
布の特性についても考察する．

材 料 と 方 法

計数・計測　計数・計測方法は Smith-Vaniz and 
Carpenter（2007）にしたがった．体高（Body depth）

の計測方法について，Smith-Vaniz and Carpenter
（2007）では第 1背鰭始部から腹鰭基部までの距離
と，第 2背鰭始部から臀鰭始部までの距離の二通
りの計測を行っているが，ヒラマサの第 2背鰭始
部は臀鰭始部のはるか前方に位置するため，本研
究では前者のみ計測した．標準体長（SL）は体長
と表記した．計測にはノギスを用いて 0.1 mm単位
（小数点以下第 2位を四捨五入）まで行い，計測値
は体長に対する百分率で示した．本研究に用いた
標本は神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM），
鹿児島大学総合研究博物館（KAUM），および国立
科学博物館（NSMT）に保管されている． 

遺伝学的分析　遺伝学的手法は木村ほか（2019）
にしたがった．MEGA 5.05ソフトウェア（Tamura et 
al., 2011）を用いて，Kimura two-parameter法（Kimura, 

Table 1.　Counts and measurements of Seriola aureovittata, S. dorsalis and S. lalandi

S. aureovittata S. dorsalis S. lalandi
KPM-NI 49574 Japan Baxter (1960) Southern hemisphere
 n = 1  n = 9 n = 210 n = 4

Standard length (mm) 514.0 330.4–677.0 357–970 536.9–624.0
Counts
 First dorsal-fin rays VI VI–VII III–VII V–VII
 Second dorsal-fin rays I, 33 I, 31–36 I, 31–37 I, 33–36
 Anal-fin rays II-I, 22 II-I, 20–22 II-I, 19–23 II-I, 21–23
 Pectoral-fin rays 19 19–21 – 20–21
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 – I, 5
 Gill rakers 8 + 20 =28 5–10 + 18–20 = 24–30 4–9 + 14–22 = 20–30 5–8 + 16–18 = 21–26
As % SL
 Predorsal length 34.9 33.6–36.9 33.8–39.1 35.8–37.3
 First dorsal-fin base length  9.3  9.7–11.4  7.6–12.4  9.7–12.2
 Second dorsal-fin base length 44.5 42.9–47.0 41.6–47.5 43.1–45.3
 Anal-fin base length 27.4 28.0–29.6 – 27.3–29.1
 Snout to pectoral fin insertion 26.8 26.1–28.8 25.3–31.3 27.2–30.3
 Snout to pelvic fin insertion 31.3 29.4–32.3 27.2–34.7 30.3–36.1
 Snout to anal fin origin 63.1 61.0–62.9 – 59.5–65.2
 Pelvic fin insertion to anal fin origin 39.2 30.3–33.2 – 31.2–34.5
 Snout to anus 59.4 57.2–59.2 – 57.4–61.9
 Caudal peduncle length 11.0 11.4–12.4  8.8–12.5 10.8–11.2
 Body depth 25.3 22.5–25.8 – 22.3–25.7
 Pectoral fin length 13.1 12.8–14.8 11.6–15.3 13.7–14.4
 Pelvic fin length 14.1 14.8–16.6 10.0–15.4 14.5–15.5
 Length of second spine of first dorsal fin  2.6  1.8– 3.1 –  3.2– 3.4
 First anal-fin spine length  0.6  0.0– 1.2 –  0.2– 0.5
 Snout length 10.1  9.3–10.4  9.1–11.7  9.9–11.5
 Upper-jaw length 10.8 10.3–11.6   8.5–13.5 11.1–12.0
 Postorbital head length 12.1 12.4–13.8 – 13.7–15.0
 Interorbital width  9.6  9.7–10.6  8.0–10.8   9.8–10.1
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1980）によって，ヒラマサの塩基配列を用いた
Neighbor-joining method（NJ法）（Saitou and Nei, 1987）
により S. aureovittataの近縁 2種を含めた系統解析
を行うことで本標本の系統的位置関係を調べた．
これらの系統樹の作成にあたって，ブリ Seriola 
quinqueradiata Temminck and Schlegel, 1845（AB517556）
（Iguchi et al., 2012）の mtDNAの全長配列から解析
対象の配列を切り出し，外群として用いた．
Martinez-Takeshita et al.（2015）のヒラマサ 10個体，S. 
dorsalis 22個体，S. lalandi 10個体，および木村ほか
（2019）のヒラマサ 100個体，S. lalandi 30個体のサ
ンプルから抽出され日本 DNAデータバンク（DDBJ）
に登録されている CR前半の部分配列（KC241994–
KC242111；LC178331–LC178456）と COI（KM877615–
KM877656；LC177973–LC178099）の配列を，本研
究で得られた塩基配列と合わせて解析を行った．
得られた塩基配列は DDBJに，CR前半の部分

領域はアクセッション番号 LC590910，CR後半の
部 分 領 域 は LC590911，COI領 域 は LC590912，
ND4領域は LC590913として登録した．

Seriola aureovittata Temminck and Schlegel, 1845
ヒラマサ

（Fig. 1；Table 1）

記 載 標 本　1個体：KPM-NI 49574（= KPM-NR 
181763），体長 514.0 mm，ハワイ諸島カウアイ島
北西約 1100 km沖の太平洋（31˚38.3'N, 163˚24.5'W；
Fig. 3），釣り，2018年 5月 5日，下光利明．

記載　計数形質と体各部の計測値における体長
に対する割合を Table 1に示した．体は前後に長
い長卵形をなし，体高は第 2背鰭始部付近で最大
となる．尾柄部は細く短い円筒形．体背縁は吻部
から第 2背鰭始部にかけて緩やかに上昇し，それ
よりも後方から尾鰭基底上端にかけては緩やかに
下降する．体腹縁は下顎先端から肛門前方付近に
かけて緩やかに下降し，それよりも後方は尾鰭基
部下端にかけて緩やかに上昇する．胸鰭基部上端
は眼の下縁の水平線上とほぼ同じ高さ．胸鰭基部
下端は腹鰭基部よりも僅か前方に位置する．胸鰭
の形状はやや上方に向かって凸状の弧を描き，下
縁は下方に膨らんで後縁は丸い．胸鰭長は腹鰭長
よりも短く，その後端は第 1背鰭第 4棘直下に位
置する．腹鰭基部は第 1背鰭始部の直下よりも前
方に位置し，折りたたんだ腹鰭の後端は第 1背鰭
第 6棘の基部の直下を僅かに越える．第 2背鰭始
部は臀鰭第 1遊離棘基部の直上よりもはるか前方
に位置する．臀鰭遊離棘は短く，そのほとんどが
埋没する．臀鰭第 1棘基部は第 2背鰭第 15軟条
基部直下に位置する．背鰭，臀鰭ともに小離鰭は
ない．尾鰭は三日月に近い二叉形で，後縁は深く
丸みを帯びて湾入する．第 2背鰭と臀鰭はともに
前部が鎌状を呈し，やや伸長する．肛門は臀鰭遊
離棘の直前に位置する．鰓蓋および前鰓蓋骨の後
縁は円滑．上顎後端は眼の中心よりも前方に位置
し，その上後角部は丸い．体は細かい円鱗に被わ
れ胸部は完全に被鱗するが，頭部は前鰓蓋骨のみ
被鱗し，その他は無鱗．頭部はやや小さく，吻端

Fig. 1.　Fresh specimen of Seriola aureovittata (KPM-NI 49574, 514.0 mm SL) collected from the central North Pacific.
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は尖る．眼と瞳孔はともに正円形．眼は厚い脂瞼
に被われており，脂瞼の開口部はほぼ円形を呈す
る．前鼻孔と後鼻孔は近接して眼の前縁の直前に
位置しており，ともに背腹方向に細長く，前鼻孔
はスリット状，後鼻孔は楕円形．鰓耙は細長く棒
状で，先端は丸い．擬鰓を有する．下顎は上顎よ
りも僅か前方に突出し，両顎，鋤骨および口蓋骨
には小円錐歯が密生する．側線は完全な 1本で，
鰓蓋上方から始まり，第 1背鰭第 3棘基部の直下
付近までは体背縁とほぼ平行で，それよりも後方
から第 2背鰭第 12軟条基部直下付近にかけては
体側正中線付近へ向かって緩やかに下降し，尾柄
部では直走する．側線上に稜鱗はない．尾柄部の
体側正中線上には前後方向に走る小さい 1本の隆
起線があり，背腹面にはそれぞれ溝がある．

色彩　生鮮時の体色（Fig. 1）－体背面から体
側上部にかけては淡い灰青色，体側下部は銀白色
となる．吻端から尾柄にかけて，体側正中線上を
淡黄色の縦帯が走る．第 1背鰭は灰青色．第 2背
鰭は黄色を帯びた灰青色で前部の上縁付近のみが
淡い灰青色．胸鰭は灰色．腹鰭は一様に黒みが
かった黄色．臀鰭は基部と縁辺付近が白色で，中
央部は黄色．尾鰭は上下葉ともに基部付近は黄褐
色で，それ以外の部分は黄色．虹彩は暗褐色を呈
し，瞳孔は黒．
固定後の体色－体背面から体側上部にかけては

一様に褐色で，体側下部は乳白色．体側正中線上
の黄色縦帯は消失する．第 1背鰭は灰色，第 2背
鰭は暗褐色．胸鰭は明灰色，腹鰭は白色．臀鰭は

一様に灰色．尾鰭は褐色．脂瞼は淡い乳白色．
分布　本種は日本国内では，北海道全沿岸から

九州南岸の日本海・東シナ海・太平洋沿岸，伊豆
諸島，小笠原諸島，瀬戸内海，大隅諸島，奄美大
島および沖縄県に分布する（瀬能，2013；木村ほ
か，2017）．日本国外では朝鮮半島南岸・東岸，
済州島，黄海沿岸（遼寧，山東），ピョートル大
帝湾，クリル諸島南部の太平洋沿岸およびハワイ
諸島（ただし要検討，後述参照）から知られるほ
か（Jenkins, 1903；Jordan and Evermann, 1905； 張
ほか，1955；岩井，1976；Humphreys et al., 1984；
Parin, 2003；Mundy, 2005；Randall, 2007； 瀬 能，
2013），中西部北太平洋外洋の表層（木村ほか，
2019；本研究：Fig. 3）に分布している．

遺伝学的分析による同定結果　CR前半の部分
領域では 488塩基，COI領域では 754塩基を決定
した．Blast分析の結果，本標本の塩基配列は，
DDBJに既に登録されているヒラマサの塩基配列
と最も相同性が高かったため，本種と同定した（CR
前半で 97.8–100.0%，COIで 99.9–100.0%）．これ
に 対 し S. dorsalisの 相 同 性 は CR前 半 が 87.9–
97.0%，COIが 98.2–98.5%，S. lalandiの相同性は
CR前半が 87.6–93.1%，COIが 97.6–98.2%であっ
た．
本研究で得られた COI領域と CR前半の部分領

域の塩基配列に Martinez-Takeshita et al.（2015）お
よび木村ほか（2019）で登録されている塩基配列
を加え，NJ法により本標本と S. aureovittata（西
部北太平洋）， S. dorsalis（東部北太平洋）および S. 
lalandi（南半球）との系統的位置関係を調べたと
ころ，本標本は S. aureovittataのクレードに含ま
れていた（Fig. 2）．また，ND4領域および CR後
半の部分領域の解析も，同様の結果が得られた（下

Fig. 2.　NJ tree of yellow tail amberjacks including 
mitochondrial sequence data from previous reports 
(Martinez-Takeshita et al., 2015; Kimura et al., 2019) 
based on A) mitochondrial control (CR) and B) COI 
regions. Red star indicates present study.

Fig. 3.　Distributional records of Seriola aureovittata. 
Red star indicates locality reported herein; solid circles 
indicate records in Kimura et al. (2019); blue lines indicate 
previously recognized distribution area (Senou, 2013).
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光，未発表データ）．
備考　本邦を含む西部北太平洋沿岸に分布する

とされるヒラマサ S. aureovittata，東部北太平洋沿
岸に分布するとされる S. dorsalis，南半球に分布
するとされる S. lalandiは形態的差異に乏しく，
その同定には遺伝学的手法を用いることが必要と
される（木村ほか，2019）．CR前半と COIの塩
基配列による系統樹解析の結果に加え，CR前半
の Blast分析で得られた相同性の結果から，本標
本は西部北太平洋に分布するヒラマサ S. 
aureovittataと 同 定 さ れ た．Martinez-Takeshita et 
al.（2015）は，前記 3種間の背鰭軟条数，臀鰭軟
条数および鰓耙の総数がわずかに異なっており，
特に鰓耙の総数はヒラマサと S. dorsalisの 2種は S. 
lalandiよりも多いとした．しかし，調査された標
本数が少なく，議論もほとんどされていない．そ
のため本研究では，本標本に加えて計測した比較
標本のヒラマサ（9個体）と S. lalandi（4個体）
のデータ，Baxter（1960）による S. dorsalis（210
個体），Martinez-Takeshita et al.（2015）による 3種
のデータ（S. aureovittata 4個体；S. dorsalis 7個体；
S. lalandi 26個体），さらに木村（未発表）のヒラ
マサ（60個体，天皇海山産），S. lalandi（31個体，
タスマン海産）のデータをまとめて比較した（Table 
2）．その結果，背鰭軟条数と臀鰭軟条数はいずれ
も 3種間で重複していたが，ヒラマサの鰓耙の総

数は 24–30で最頻値は 28，S. dorsalisは 20–30で
最頻値は 25，S.lalandiは 20–26で最頻値は 25で
あった．このことから，鰓耙の総数についてはヒ
ラマサが他の 2種よりも多いという点では，
Martinez-Takeshita et al.（2015）の結果を支持したが，
S. dorsalisと S. lalandiで は Martinez-Takeshita et 
al.（2015）の結果と異なり，両種はほぼ同じであ
るという結果となった．
ハワイ諸島におけるヒラマサ近縁種群の分布記

録については，Jenkins（1903）がホノルル産の標
本を S. sparna Jenkins, 1903として報告し，その後，
岩井（1976）や Humphreys et al.（1984）がハワイ
海山群から S. aureovittataとして報告した．Mundy
（2005）はこれらの情報をまとめ，Jenkins（1903）
の報告を除いて，当時は汎世界的に分布する 1種
として考えられていた S. lalandiがハワイ諸島に
も分布するとし，このうち諸島北西部のものは黒
潮続流によってもたらされる西部北太平洋由来で，
諸島南端で採集されたものは東部北太平洋由来と
し た． こ れ ら の 系 群 は す な わ ち，Martinez-
Takeshita et al.（2015）の結論に当てはめると，西
部北太平洋由来はヒラマサ，東部北太平洋由来は
S. dorsalisに該当するが，Martinez-Takeshita et al.
（2015）や Purcell et al.（2015）にはハワイ諸島産
の標本は含まれておらず，Mundy（2005）による
2種が分布するという仮説の検証は今後の課題で

Table 2.　Frequency distribution of selected fin ray and gill-raker counts of Seriola lalandi, S. dorsalis and S. aureovittata

Second dorsal-fin soft rays Anal-fin soft rays
30 31 32 33 34 35 36 37 19 20 21 22 23

S. lalandi 1 8 11 14 15 5 6 1 4 21 20 15 1
S. dorsalis 13 22 43 47 55 21 11 10 54 97 49 2
S. aureovittata 7 9 14 20 15 7 2 3 26 32 13

Gill rakers (upper)
4 5 6 7 8 9 10

S. lalandi 1 1 25 8
S. dorsalis 1 10 14 39 125 18
S. aureovittata 1 16 28 24 1

Gill rakers (lower)
14 15 16 17 18 19 20 21 22

S. lalandi 1 3 6 14 10 1
S. dorsalis 2 10 32 62 46 39 14 1 1
S. aureovittata 1 3 15 28 18 5

Gill rakers (total)
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

S. lalandi 1 8 7 11 5 13 12 4
S. dorsalis 1 4 6 33 30 50 38 33 13 5 1
S. aureovittata 3 4 13 22 27 4 1
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ある．なお，Mundy（2005）は S. sparnaをブリ S. 
quinqueradiataの新参異名としているが，ブリは
朝鮮半島や日本の沿岸にのみ分布するとされてい
る（瀬能，2013）．このため，S. sparnaの分類学
的位置づけを明らかにするとともに，上述の通り
ハワイ諸島に出現するヒラマサ近縁種群がどの種
にあたるかという点およびその出現状況を整理す
る必要がある．以上のことから本研究による北太
平洋西経域で採集された個体は，証拠標本から得
られた形態，および分子データに基づくヒラマサ
の確かな分布記録として，これまでの天皇海山域
（40˚09'N, 172˚42'E）から大幅に分布域の東限を更
新したこととなる．
開発調査センター（旧：海洋水産資源開発セン

ター）は 1980年から 1982年にかけて流し網を使
用した漁業調査（槙原・佐藤，1983a，1983b；水
戸ほか，1985）を実施しており，その報告書のな
かで日付変更線を越えて西経 130度付近まで本種
あるいは S. dorsalisとみられる採捕記録がある．
これらの調査では標本が残されておらず，どちら
の種に同定されるか再検討はできないが，それら
の全採集地点を検証すると，西経 135から 145度
付近で不連続となっている．東部太平洋において，
インド・太平洋の生物分布と太平洋東岸の生物分
布の障壁として East Pacific Barrierが知られており
（Briggs, 1974），採捕記録が途切れる海域はこれと
よく一致する．本標本の同定結果と木村ほか
（2019）による知見を踏まえると，本種は東アジ
ア沿岸から西経 145度付近にかけての中西部北太
平洋の表層に広く分布していると推察され，槙原・
佐藤（1983a，1983b），水戸ほか（1985）におけ
る西経 145度以西の記録はヒラマサで，西経 135
度付近以東の記録は S. dorsalisである可能性が高
い．

比較標本　ヒラマサ Seriola aureovittata（9個体）：
KAUM–I 80470，体長 440.6 mm，鹿児島県薩摩川内
市 下 甑 町 長 浜 沖，2015年 10月 16日；KAUM–I 
84799，体長 406.4 mm，鹿児島県薩摩川内市川内港
沖，2016年 4月 11日；KAUM–I 97680，体 長 677.0 
mm，山口県下関市豊北町角島，2016年 12月 18日；
KAUM–I 98148，体長 632.5 mm，鹿児島県肝属郡肝
付町内之浦湾，2017年 3月 22日；KAUM–I 116077，
体長 377.6 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦崎
ノ山東側，2018年 5月 16日；KAUM–I 128246，体
長 347.1 mm，鹿児島県甑島列島近海，2019年 2月
26日；KAUM–I 136956，体長 357.1 mm，鹿児島県

熊毛郡屋久島町口永良部島本村，2018年 9月 22
日；KPM-NI 28929，体長 368.2 mm，静岡県伊東魚
市場（鮮魚店で購入），1990年 6月 12日；KPM-NI 
44087，体長 330.4 mm，宮崎県東臼杵郡～川南町（門
川町または川南町沖），2017年 3月 13日．

S. lalandi（4個体）：NSMT-P 32048，体長 620.8 
mm，ギフォード海山，1990年 2月 14日；NSMT-P 
32049，体長 536.9 mm，ギフォード海山，1990年 2
月 14日；NSMT-P 33277，体長 591.4 mm，Gascoyne 
Seamount，1990年 2月 8日；NSMT-P 125692，体長
624.0 mm，トンガ海嶺，1977年 1月 15日．
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